
施策合計（百万円） 7.3

　5　最近の動向　等
＜地方における産学官連携の課題＞
　平成２８年度に特許庁が行った調査報告では，地方大学が産学官連携活動を中長期的・自律的に推進するために必要な知財
マネジメントの課題やその解決方策について，次の点が指摘されています。

【課題】
①脆弱な産業基盤に小規模な体制で取り組む困難
②ミッション上の知財マネジメントの位置付けと学内理解の不十分さ
③知財の活用に関する業務実施の困難
④スキルやノウハウなどを育成・継続させる人材マネジメントの困難
⑤知財マネジメントに十分な理解ある経営人材の継続的確保の困難

【改善に向けた取組の提案】
①大学経営戦略・ミッションに基づいた知財マネジメント評価の仕組みの確立
②「高度専門人材」全体で捉えた処遇・キャリアパスの確立
③任期付き人材を活用したスキル・ノウハウ等の継承・育成
④知財の「活用」の選択肢を広げるための地域経営
⑤地域間の知財ネットワーク化の推進
⑥OJT・人材交流支援による内部人材育成
⑦育成面に重点を置いた取組の展開
⑧大学経営層などを対象とした知財マネジメントに関する研修の実施

（５）

（４）

（３）

（２）

大学と連携した講座等の受講者満足
度

H27年度以降
調査予定

88.90％
（H27年度）

上昇

7,298

（１）

大学・企業等との連携数

70事業
108事業

（H27年度）
増加

産学官連携事業費

指標名 初期値 現状値
目標値

（H31年度）
予算事業名（予算額上位15件）

H29当初予算
（千円）

（５）

　３　達成度を測る指標 4　予算事業の状況

（３）
高等教育機関や企業，金融機関など様々な主体との連携・協力を広域に広げ，それぞれの専門性など得意分野を活
かした地域課題解決，地域活性化等，地域の振興につなげます。

（４）

　２　基本方針 修正

（１）県立広島大学三原キャンパスと連携した活動を推進し地域交流の充実を通じた地域活性化に取り組みます。

（２）
企業側のニーズと大学の研究のコーディネート機能を強化し，産学連携した新たな商品開発等，産業振興に結びつ
ける体制づくりを強化します。

（４）
今後は大学や企業，金融機関，市など多様な主体の連携を広げ，地域資源と資金，専門性を活かした産業振興や，社会貢献を通
じた地域課題の解決など，産学官連携による地域活性化の仕組みづくりに，取り組んでいくことが必要です。

（５）

（２）
県立広島大学を中心とした地域交流事業は地域に根付いてきており，今後とも大学を貴重な地域資源として最大限
に連携・活用することが必要です。

（３）
産学官連携は，市と商工会議所を中心に取り組んでいますが，産業振興の面では商品化という成果が十分に発揮で
きておらず，企業ニーズと大学の専門性のマッチングに向けたコーディネート機能を強化する必要があります。

施策がめざす
三原市の姿

大学や企業などと連携し，その専門性を活用した，効果的なまちづくりが行われている。

　１　現状・課題 修正

（１）
これまで市と県立広島大学，三原商工会議所を中心に構成する三原地域連携推進協議会において，大学と地域・市
の連携や，産学官連携を推進してきました。

施策番号【6】『みはら元気創造プラン』施策概要

施策名 産学官連携の推進 担当課 経営企画課 連絡先 -
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Q１ この仕事は，誰のために，何をするのですか？ 

Q２ この仕事に，私たちの税金がどのように使われていますか？ 

Q３ この仕事が行われることによるメリットは？ 

Q４ この仕事はいつから始まり，また，見直しなどを行いましたか？ 

三原が住みやすいまちとなるように，三原地域連携推進協議会が行う，

市内企業と大学，市民・地域と大学が，連携・交流する取組へ補助金を

支出しています。 

三原地域連携推進協議会は，県立広島大学，商工会議所など，市内の

11機関で構成されています。 

市からの補助金を使って，市民講座，出前講座，シンポジウムを開催し

たり，企業からの相談を受け付けたり，空き家対策などに取り組んでい

ます。 

市民の暮らしに役立つ情報が得られたり，大学と企業の研究で新たな商

品・サービスが生まれたり，空き家問題など地域の困り事が解決できま

す。 

平成 16年度から始まりました。 

市民講座の内容を変えるなど，毎年少しずつ，取組の内容を変えていま

す。 

事業名：三原地域連携推進協議会補助事業 

ワ ン ポ イ ン ト 解 説 
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（ ）

③産学官連携部会　1,163千円
　・共同研究や受託研究等のコーディネートや
　　　　　　　　　　　　ネットワーク作り　980千円
　・大学の知識や技術の活用や
　　　　　　　　　　　プロジェクト実現化　158千円
　・大学の知的資源等の情報発信　25千円
　※財源…補助金3,000千円(三原市：2,700千円，三原商
工会議所：300千円)，前年度繰越金791千円

①総務部会　387千円
　・協議会の運営等

②地域交流部会　1,591千円
　・大学・学生と市民等との交流活動を支援　212千円
　・市民への学習機会の提供及び大学の活用促進　884千円
　・大学の知的資源を活用し，コンサルティング活動
　　　　　　　　　　　　及びシンポジウム開催　495千円

一般財源 3,300 千円 3,300 千円 3,600 千円 3,600 千円

財源合計 3,300 千円 3,300 千円 3,600 千円 3,600 千円

0 千円 0 千円 千円

その他特財
0 千円 0 千円 0 千円 千円

その他特財の内容

千円 3,600 千円

財源

内訳

国県支出金
0 千円 0 千円 0

総事業費 3,300 千円 3,300 千円 3,600

千円 千円

国県支出金の内容

地方債 0 千円

0.1 人 600 千円0.1 人 600 千円 0.1 人

千円 人 千円

人件費合計 0.1 人 600 千円

人 千円 人臨時職員等 人 千円

600 千円

千円 0.1 人 600 千円0.1 人 600 千円 0.1 人

コ
ス
ト

29年度（予算） 28年度（決算見込み） 27年度（決算） 26年度（決算）

事
業
費

事業費合計 3,000 千円

事業費内訳
（平成28年度分）

人
件
費

担当正職員 0.1 人 600 千円

2,700 千円 2,700 千円 3,000 千円

600

実施方法

□直接実施

□業務委託 又は □指定管理　（委託先又は指定管理者：　　　　　　　　　　　　　　　　　）

■補助金〔直接〕（補助先：三原地域連携推進協議会　実施主体：三原地域連携推進協議会）

□貸付（貸付先：　　　　　　　　　）□その他（　　　　　　　　　　　　）

事業内容
（手段、手法など）

事業内容

三原地域連携推進協議会へ補助金を交付。協議会において①総務部会，②地域交流部会，③産学官連携部会
を設け，事業を実施。
①総務部会
　・協議会の運営等（会議の開催等）
②地域交流部会
　・大学・学生と市民等との交流活動を支援（学生のボランティア活動，やっさ祭りへの参加費用を助成）
　・市民への学習機会の提供及び大学の活用促進（市民公開講座や出前講座を開催）
　・大学の知的資源を活用し，コンサルティング活動及びシンポジウム開催（「いきいき健康広場」の監修
や，「脳をみるシンポジウム」の開催）
③産学官連携部会
　・共同研究や受託研究等のコーディネートやネットワーク作り（産学官コーディネータを配置し，相談活
動や企業と大学のマッチング）
　・大学の知識や技術の活用やプロジェクト実現化（空き家対策など，大学と連携した地域の課題解決策の
検討・実施）
　・大学の知的資源等の情報発信（ホームページによる，研究者リストやシーズの提供、活動の紹介）

目　的
（何のために）

大学と地域との交流及び産学官連携を推進することにより，地域の発展をめざす。

事
業
概
要

対　象
（誰・何を対象に）

市民
対象者数（全住民に対する割合）

96,000 人 100 ％

関連事業
（同一目的事業等）

①まちづくり出前講座(生涯学習課)　市職員が講師となり，市民が関心のある取組や事業について説明。
②三原市県立広島大学研究開発助成事業(経営企画課)　県立広島大学(研究者)への，保健・医療・福祉の向上，産業振
興，環境保全等に関連する研究開発に対する助成。(1件あたり200万円を上限)

実施の背景
産業の振興や地域課題の解決など，地域活性化を図るためには，大学や企業，金融機関，市な
ど様々な主体が連携し，効果的なまちづくりを行う必要がある。

上位施策事業名 １－３－２　産学官連携の推進 担当局・部名 総務企画部

根拠法令等 三原地域連携推進事業補助金交付要綱 担当課･係名 経営企画課総合企画係

事業シート（概要説明書）

予算事業名 三原地域連携推進協議会補助 事業開始年度 平成16年度

事務区分 ■自治事務　　□法定受託事務 作成責任者 井上

事業番号④ 平成29年度

ここから成果指標を導きます。
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事業シート（概要説明書）

予算事業名 三原地域連携推進協議会補助 事業開始年度 平成16年度

事業番号④ 平成29年度

事業の自己評価
(今後の事業の方向

性、課題等)

　・大学の知を活用した地域活性化の取組が必要。
　・産学官連携コーディネーターの機能強化が必要。
　・企業のニーズ把握，大学との連携を促進する体制強化が必要。

比較参考値
（他自治体での類
似事業の例など）

①福山市
　産学官が連携し，共同研究の実施，セミナーの開催，産業支援コーディネーターによる中小企業の課題解
決など，地場産業の活性化や地域社会に貢献できる人材育成に向けて取り組んでいる。
②府中市
　「府中産学官連携研究会」により，府中地域における企業の新製品・新技術・新サービス等の開発等のた
め，産業界・大学・行政の交流及び連携を推進。セミナーの開催などに取り組んでいる。
③廿日市市
　産学金官の連携による産業支援プラットフォームとして，「廿日市市産業共創会議」を設立し，中小企業
の支援に取り組んでいる。（現時点での支援内容は，ひろしま産業振興機構，政策金融公庫，中国経済産業
局などの構成団体が取り組んでいる中小企業支援策の紹介や交流機会の創出。今後の取組は検討中）

特記事項

大学と連携した講座等の受講者満足度 ％ 86.0/ 89.1/ /

/ / /

事
業
成
果

成果目標
（指標設定理由等）

大学や企業などと連携し，より高度で，効果的なまちづくりが行われている

成果
（目標達成状況）

【成果指標名】（実績値/目標値） 単位

単位当たりコスト ／

45/ 29/ 31/

Ｈ26年度

大学・企業との連携数 件 未調査/ 108/ /

Ｈ28年度 Ｈ27年度

事
業
実
績

活動実績

【活動指標名】（実績値/目標値） 単位 Ｈ28年度 Ｈ27年度 Ｈ26年度

市民講座　受講者 人 733/ 952/ 1,050/

出前講座　受講者 人 195/ 87/ 184/

「脳をみるシンポジウム」　来場者 人 261/ 289/ 224/

産学技術交流相談室　相談件数 件

出前講座　実施回数 回 5/ 3/ 5/

他自治体のみならず、国や都道府県、民間との比較も必要に応じて記載。
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（ ）

（ ）

（ ）

その他 千円

総計 3,666 千円 収支差 0 千円

その他 三原商工会議所からの補助等 966 千円

千円 千円

補助金 2,700 千円

その他

総計 3,666 千円

団体全体の
収支状況

収入 支出

国からの財政支出金 千円 事業費 3,666 千円

県からの財政支出金 千円 管理費 千円

市町村からの財政支出金 2,700 千円 人件費 千円

委託料・指定管理料

地域交流部会事業

産学官連携部会事業

予備費

千円

千円

400

千円

211

出資比率

総計

0

0 ％

0

0

非常勤

役員 2

うち
（出向／OB） 監事

※委託料は設計ベースのため、収入と一致しない場合あり。

市出資金

千円

千円

資本金

0

2,700

職員

うち
（出向／OB）

うち
（出向／OB）

3

0

0

0

常勤

千円

0
役
職
員

（単位：人）

県立大学三原キャンパスと関係団体が連携し，大学と地域との交流及び産学官連携を推進することにより，地域の発展を
目指すことを目的に，関係団体により構成された協議会です。地域交流部会及び産学官連携部会が設置されています。
（構成団体）
県立広島大学，三原商工会議所，三原市医師会，三原青年会議所，広島経済同友会三原支部，三原市歯科医師会，三
原薬剤師会，三原市女性会連合会，三原市社会福祉協議会，三原市

0

三原商工会議所からの補助等

千円

千円

3,666

補助金

千円

三原地域連携推進協議会

千円 3,666

千円 1,705

支出収入

千円

千円

委託料・指定管理料

総計

その他

千円

県からの財政支出金

市町村からの財政支出金 1,350

千円

2,700

その他

総務事業

財務諸表URL

特記事項

負債総額：　　　円　　　資本総額：　　　円
利益剰余金（もしくは欠損金）：　　　円

0

団体概要

委託・指定管理・補助　対象団体シート（概要説明書）

予算事業名 三原地域連携推進協議会補助 事業開始年度 平成16年度

千円

国からの財政支出金

千円

団体名

団体への
支出根拠

（選定経過等、
支出先の妥当

性）

三原地域連携推進事業補助金交付要綱

当該事業の
団体における
収支状況

千円

966

平成23事業番号④ 平成29年度
記載に際しての基本事項
○本シートは、事業の委託・補助先の団体等と行政の関係の全
体像を把握することを目的としています。
○前年度の実績（または見込）に基づいて記載しますが、数値
が確認できない場合は、前々年度のもので構いません。

団体の収入・支出概要及び利益剰余金欄について
○「仕分け対象事業」だけでなく、団体の収入・支出総額とその
内訳を記載してください。
○支出概要で、「人件費」は、当該団体役職員の人件費です。
決算上、事業費と管理費に人件費が含まれている場合、それ
ぞれから人件費部分を差し引き、人件費欄にまとめて記載して
ください。
○この欄は、当該団体に公表義務がなく、かつ自治体がその
情報を公表することに支障があると判断される場合、記載不要

○支出の内訳は、設計ベース（見積もり等）を参考にご記載くだ
さい。その際、総計が必ずしも収入と一致しない（収入＜支出）
場合があると考えられますが、それでも問題ありません。
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市民交流活動 ○キャンパスツアーの開催 日　時　平成28年7月22日

　三原市民対象 参加者　17名

○やっさ祭りへの大学連の出演 日　時　平成28年8月13日　　

参加者　教職13名，学生247名（1年生191名，2～4年生56名）

○浮城祭りへの参加 日  時  平成28年11月6日

　甲冑部隊に参加 参加者　学生2名（1年生）

ボランティア活動 ○学生ボランティア活動 三原市障害者父親の会（ビーチボールバレー大会）等

  ボランティア保険登録者 保険登録者数　 14名

　随時受け付け開始 参加者　学生 延べ 17名

　（受付期間：5月～2月)

○トライアスロンさぎしま 日　時　平成28年8月21日

　運営ボランティア 参加者　学生70名（1～4年生）

シティカレッジ事業 ○三原シティカレッジ'16の開講 開催期間　平成28年7月～11月

　市民講座(7講座)，夏休み特別企画 開催数　33回

　（5講座）を大学で開催 受講者　延べ 733名

リカレント事業 ○出前講座の開催 開催日　①平成28年6月28日，②平成29年1月18日，　

　健康講座 　　　　③平成29年1月30日，④平成29年2月3日

　　　　⑤平成29年3月10日

場　所　①サン・シープラザ，②坂井原福祉プラザ

　　　　③大和保健福祉センター，④和木公民館

　　　　⑤三原市市民福祉会館

参加者　延べ195名

地域ケア支援事業 ○子育て支援事業

  PETIT会（発達障害保護者支援） 日　時　平成28年5月10日，6月15日，7月7日，10月18日，

　　　　11月11日，12月9日，平成29年1月26日，2月23日,

　　　　3月16日

場　所　県立広島大学三原キャンパス

参加者　延べ　182名

　学習生涯勉強会 日　時　平成28年5月18日，6月15日，7月20日，9月21日，

　　　　10月19日

場　所　県立広島大学三原キャンパス

参加者　延べ　284人

　子育て支援部会会議 日　時　平成29年3月10日　14:40～16:20

場　所　県立広島大学三原キャンパス

シンポジウムの開催 ○第14回　脳をみるシンポジウム 日　時　平成29年2月18日 13:30～16:30　

　in三原の開催 場　所　三原リージョンプラザ文化ホール

　テーマ「人工知能とヒトの脳」 参加者　261名　　

コンサルティング活動 ○三原市チャンネル 毎月１テーマ放映

　「いきいき健康ひろば」

会議 ○地域交流部会の開催 日　時　平成28年5月20日　13:15～13:45

場　所　県立広島大学三原キャンパス

地
域
連
携
事
業

地
域
交
流
促
進
事
業

平成28年度　事業実施報告（地域交流部会）

事業区分 概　　要 実施状況

シ
ン
ク
タ
ン
ク
活
用
事
業

総
務
費
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平成 28 年度 事業実施報告（産学官連携部会） 

（自：平成 28 年 4 月 1 日 至：平成 29 年 3 月 31 日） 

事 業 区 分 概     要 実 施 状 況 

産 

学 

官 

連 

携 

推 

進 

事 

業 

マッチング推進事業 ○産学技術交流相談室 

 新しい商品開発等を推進するた

め、産業界と大学等との連携交流

を推進するコーディネーターを

配置し相談活動（巡回技術支援を

含む）、マッチング活動を行った。 

･産学官ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ 大塚彰 

開催 毎週水曜日 10:00～17:00 

場所 三原商工会議所 

相談件数  17 件 

（内訳）所内指導  2 件 

        現地指導 15 件 

･ひろしま産業振興機構  

産学官ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ 滝口隆久 

開催 月 1回程 10:00～17:00 

場所 三原商工会議所 

相談件数  28 件 

  （内訳）所内指導  1 件 

          現地指導 27 件 

交流ネットワーク事業 ○産学官交流セミナーの及び 

交流会の開催 

 

三原地域における大学と地域の

交流及び産学官連携を推進し、三

原都市圏の発展に寄与すること

を目的にセミナー及び交流会を

開催した。 

 

･平成 28 年度第 1回セミナー及び交流会 

日 時 平成28年5月26日（木） 

場 所 三原国際ホテル 

テーマ 三原地域の中心市街地活性化を 

デザインする 

講 師 ㈱浜野総合研究所 

社長 浜野安宏 氏 

㈲環境計画スタジオ 

代表 橋本健 氏 

出席者 セミナー 69 名 

  交流会  39 名 

･平成 28 年度第 2回セミナー 

日 時 平成28年12月8日（火） 

場 所 サンシープラザ2階大会議室 

テーマ やってきた産学官連携事業の 

紹介～私をご活用ください～ 

講 師 産学官ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ 大塚彰氏 

出席者 14 名 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
支
援
事
業 

課題別研究事業 

 

○課題別研究 

三原市本町空き家現状調査 

研究担当：県立広島大学 

人間福祉学科 

     講師 吉田 倫子先生 

・内容 

1. 空き家現況把握調査 

2.空き家所有者の意向と家屋の 

現況調査 

3. 空き家活用に向けた先進事例 

視察及び勉強会 

 

本町エリアにおける空き家対策事業 

連絡会議 

［第 1回］  

日 時：平成 28 年 5月 16 日(月)  

場 所：本町会館 

参加者：14 名 

［第 2回］  

日 時：平成 28 年 7月 12 日(火)  

場 所：本町縁がわサロン いろは 

参加者：14 名 

［第 3回］ 

日 時：平成 28 年 8月 29 日(月) 

場 所：本町会館 

参加者：11 名 

本町エリアにおける空き家対策事業 

参画団体打合せ 

［第 1回］ 

日 時 平成 28 年 4月 28 日（木） 

場 所 三原市役所本庁舎 

参加者 9 名 

 

- 7 -



プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
支
援
事
業 

課題別研究事業 

 

 ［第 2回］ 

日 時 平成 28 年 5月 31 日（木） 

場 所 三原市役所本庁舎 

参加者 5 名 

［第 3回］ 

日 時 平成 28 年 7月 8日（金） 

場 所 三原商工会議所 

参加者 5 名 

［第 4回］ 

日 時 平成 28 年 9月 5日（月） 

場 所 三原商工会議所 1F 会議室 

参加者 7 名 

空き家実地調査 

［第 1回］ 

日  時 平成 28 年 7月 25 日（月） 

調査物件 岡田邸、中村邸、坂井邸 

参 加 者 7 名 

［第 2回］ 

日  時 平成 28 年 8月 23 日（火） 

調査物件 中川邸、田口邸、藤井邸 

参 加 者 9 名 

［第 3回］ 

日  時 平成 28 年 9月 28 日（水） 

調査物件 佐渡邸 

参 加 者 5 名 

［第 4回］ 

日  時 平成 28 年 10 月 7 日（金） 

調査物件 平山邸、江野口邸、内邸 

参 加 者 6 名 

［第 5回］ 

日  時 平成 28 年 10 月 25 日（火） 

調査物件 田口邸 

参 加 者 10 名 

※ＨＯＭＥＪステーション取材有り 

放映日 11/14（月）18:15 

府中市石州街道出口地区まちづくり＆ 

空き家活用スタディーツアー 

日 時 平成 28 年 11 月 15 日（火） 

場 所 府中市石州街道出口地区、平の 

家、胡町クラブ、季のむら 

参加者  9 名 

会 費 1,000 円（昼食代） 

第１回三原市本町空き家活用勉強会 

日 時：平成 28 年 1月 20 日（金） 

場 所：本町縁がわサロン いろは 

参加者：17 名 

情

報

提

供

事

業 

 ○産学官関連各種イベントへの参

画 

・平成 28 年度第 3 回医療福祉機器技術事

業化交流会 

 日 時 平成 29 年 1月 23 日（月） 

 場 所 ホテルセンチュリー21 

 参加者 大塚ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ 

○ホームページによる情報提供 

 協議会の事業や活動状況の情報

を提供する。 

・ホームページによる事業活動の紹介や 

大学関係情報を提供 

平成 28 年 6 月リニューアル 

〔http://www.mhr-cci.org/renkei〕 

総

務 

 ○産学官連携部会の開催 

 

日時 平成 28 年 5 月 20 日(金) 

場所 県立広島大学 三原キャンパス 
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平成28年度三原シティカレッジ受講者状況

区分 実施回数
受講者数

（延べ人数）
定員

（延べ人数）
開催日

3 19 75 8/20，8/27，8/28

4 272 400 7/1，7/8，8/26，9/2

2 26 30 11/3，11/6

5 62 75 9/14，9/28，10/12，10/28，11/18

2 20 80 8/22，8/23

3 54 60 7/23，8/6，8/20

1 12 50 7/23

20 465 770

5 152 150 7/27，8/3，8/10，8/17，8/24

2 27 30 7/23，7/24

2 37 40 8/19，8/23

1 5 15 8/5

3 47 90 8/9，8/10，8/11

13 268 325

33 733 1095

講座名

市
民
講
座

プレイバックシアター：即興劇で学ぶコミュ
ニケーション（定員25名）

子どもたちへの地域での発達支援
（定員100名）

園芸福祉入門！
（定員15名）

“いい感じ”の自分とこころの健康づくり
（定員15名）

英語学習への誘い
（定員40名）

心の健康を考えよう
（定員20名）

小さく産まれた赤ちゃんの発達を知る
（定員25名）

合　計

小　 計

夏
休
み
特
別
企
画

オンリーワン工作～自由に楽しく作ろう～
（定員30名）

高校生のためのプレママプレパパ教室
（定員15名）

13歳からの言語聴覚士入門
～きこえ・のみこみ・言葉の障害とそのリハビリ
テーションの基本を知ろう～（定員30名）

小　 計

おもしろぶつり実験
（定員20名）

身体を動かす「筋肉」について知ろう
（定員15名）
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三原シティカレッジ‘17のご案内 

三原地域連携推進協議会（会長 三原市長）では，公立大学法人県立広島大学と

連携して，三原シティカレッジを開講します。皆様のご参加をお待ちしています。

（受講料無料）各講座の詳細は，三原地域連携推進協議会のホームページ（http://

www.mhr-cci.org/renkei/  ）,県立広島大学のホームページ（http://www.pu-

hiroshima.ac.jp/soshiki/renkei/ ）に掲載します。 

【市民講座】 

【夏休み特別企画】 

■海浜セラピーガイド講座   

■プレイバックシアター入門：コミュニケーションを学ぶ新しい形    

■子どもたちへの地域での発達支援    

■脳と身体のいきいきトレーニング～認知症予防講座～   

■精神科・精神看護について   

■すこやか子育て講座    

■“いい感じ”の自分とこころの健康づくり 

■園芸福祉講座2017  

■小早川隆景の家臣たち  

■高校生のためのプレママプレパパ教室  

■親子で参加！子どもとスリムラボ     

■オンリーワン工作～自由に楽しく作ろう～   

■親と子どもの意見、主張の違いを体験し、受容する   

■おもしろぶつり実験   

■あつまれ！ナースのたまご！  

■“身体を動かす「筋肉」について知ろう”  
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■講座No.1 海浜健康講座      
会場：４号館２階４２０４講義室（7/1・7/8）１階４１０3講義室（9/2・9/9） 

※第１回（7月1日および7月8日）と第２回（9月2日および9月9日）は同じ内容です。申込の際は，講座名とと

もに第１回か第２回のいずれかをご記入ください。 
 

回 日  時 内  容 講  師 定員・対象者 備考 

1 
７月 1日（土） 

13：00～16：30 

●第１回海浜健康講座その１ 

海浜を使った健康増進の概念とストレス対策につい

ての内容になっております。「健康」に関する有益な

内容となっており、その１とその２両方の受講をお勧

めします。 

① 海浜セラピー概論Ⅰ 

② 海浜セラピー概論Ⅱ 

③ 海浜セラピー認定条件 

④ ストレスチェック 

県立広島大学 

名誉教授 大塚 彰 

理学療法学科 

教 授 金井 秀作 

教 授 田中 聡 

教 授 沖 貞明 

定員：30名 

 

対象者： 

18歳以上  

健康増進ならび海浜セラ

ピーに関心がある方 

※筆記用具を持参し

てください。 

※第 2 回（9/2・

9/3）と内容が同じ

ものになりますので

ご注意ください。な

お、その1およびそ

の2だけ受講するこ

とも可能です。 

※本講座の受講を海

浜セラピーガイド

（仮称）の設定条件

とする構想がありま

す。 

2 
７月 8日（土） 

13：00～16：30 

●第１回海浜健康講座その２ 

老化・虚弱対策としての運動の紹介と海浜の有効活

用、そして運動にともなうリスク管理についての内容

になっております。「健康」に関する有益な内容とな

っており、その１とその２両方の受講をお勧めしま

す。 

⑤ ロコモチェック 

⑥ 海浜セラピー実践論 

⑦ 海浜セラピーモデル基地 

⑧ 安全管理 

  
 

 

1 
９月２日（土） 

13：00～16：30 

●第２回海浜健康講座その１ 

海浜を使った健康増進の概念とストレス対策につい

ての内容になっております。「健康」に関する有益な

内容となっており、その１とその２両方の受講をお勧

めします。 

① 海浜セラピー概論Ⅰ 

② 海浜セラピー概論Ⅱ 

③ 海浜セラピー認定条件 

④ ストレスチェック 

県立広島大学 

名誉教授 大塚 彰 

理学療法学科 

教 授 金井 秀作 

教 授 田中 聡 

教 授 沖 貞明 

定員：30名 

 

対象者： 

18歳以上  

健康増進ならびに海浜セ

ラピーに関心がある方 

※筆記用具を持参し

てください。 

※第１回（７/１・７

/２）と内容が同じも

のになりますのでご

注意ください。なお、

その1およびその2

だけ受講することも

可能です。 

※本講座の受講を海

浜セラピーガイド

（仮称）の設定条件

とする構想がありま

す。 

2 
９月９日（土） 

13：00～16：30 

●第２回海浜健康講座その２ 

老化・虚弱対策としての運動の紹介と海浜の有効活

用、そして運動にともなうリスク管理についての内容

になっております。「健康」に関する有益な内容とな

っており、その１とその２両方の受講をお勧めしま

す。 

⑤ ロコモチェック 

⑥ 海浜セラピー実践論 

⑦ 海浜セラピーモデル基地 

⑧ 安全管理 

 

■講座No.2 プレイバックシアター入門：コミュニケーションを学ぶ新しい形  

会場：４号館１階 ４１０２室 

回 日  時 内  容 講  師 定員・対象者 備  考 

1 

７月１日（土） 

10：00～13：00 

●プレイバックシアターの体験 

即興劇を演じるために必要なウォームアップエクサ

サイズとして，ゲームなどを行います。続いて，簡単

なストーリーを即興で演じる練習をします。 
県立広島大学保健福祉学部 

作業療法学科 

教 授 吉川 ひろみ 他 

定員：20名 

 

対象者： 

小学生以上 

※第 1回（午前）だけ，第

2回（午後だけ）の参加も

可能 

動きやすい靴と服装

でお越しください 

 

昼食は各自ご持参く

ださい 

※構内の売店食堂等

が休みのため 14：00～17：00 

●ストーリーからの学び 

具体的な日常経験をストーリーとして語り，即興劇と

して演じます。即興劇を見るだけの参加のみも可能で

す。 

市民講座（全９講座） 
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■講座No.3 子どもたちへの地域での発達支援             会場：１号館１階１１０１大講義室 

回 日  時 内  容 講  師 定員・対象者 

1 
７月７日（金） 

19：00～20：30 

●地域ネットワークによる発達支援 

発達外来と三原地域の発達支援との協働体制につい

て、現状と今後の展望についてお話しします。 

県立広島大学保健福祉学部 

作業療法学科 

教 授 林 優子 

定員：100名 

※駐車場の台数に限りがありますのでご注意く

ださい。乗り合わせる・公共交通機関の使用など

のご協力をお願いします。 

 

対象者： 

発達に課題のある子どもの支援に関わる保護者

や医療・保健・福祉・教育関係者等 

2 
７月２８日（金） 

19：00～20：30 

●三原市における地域サービスの現状と課題 

乳幼児期から、学齢期、就労支援までの三原市におけ

る地域サービスの役割と現状を包括的に紹介し、今後

の課題について一緒に考えていきます。 

県立広島大学保健福祉学部 

作業療法学科 

助 教 山西 葉子 

３ 
８月 2５日（金） 

19：00～20：30 

●教育委員会・教育現場からの支援の現状と課題 

学齢期における教育機関と地域支援の協働体制につ

いて、現状と今後の課題を一緒に考えていきます。 

県立広島大学保健福祉学部 

作業療法学科 

准教授 古山 千佳子 

４ 
９月８日（金） 

19：00～20：30 

●家族に対する支援の現状と課題 

家族に対する地域での発達支援について、保護者と支

援者の立場からお話ししてもらい、今後の地域におけ

る支援の充実に向けて総合的に考えます。 

県立広島大学保健福祉学部 

作業療法学科 

講 師 吉岡 和哉 

  

 

■講座No.4 脳と身体のいきいきトレーニング～認知症予防講座～   会場：４号館２階４204講義室 

 

回 日  時 内  容 講  師 定員・対象者 備考 

1 

７月１５日（土） 

13：00～14：00 

●認知症と生活習慣病 

認知症の発病には生活習慣が関連しています。その生

活習慣を知り、改善することで予防につなげましょ

う。 

県立広島大学保健福祉学部 

理学療法学科 

教 授 原田 俊英 

定員：30名程度 

体験も含まれます

ので、動きやすい

服装で、飲み物や

タオル等をご持参

下さい。 

14：10～15：10 

●運動しながら脳を鍛えよう 

運動しながら脳を鍛える「コグニサイズ」の紹介と体

験をとおして，早期予防活動の重要性を知って頂きま

す。 

県立広島大学保健福祉学部 

理学療法学科 

助 教 高宮 尚美 

15：20～16：20 

●アミューズメントで脳のアンチエイジング 

駆け引きや興味、好奇心を刺激するような，アミュー

ズメント機器を利用した認知症予防教室について紹

介します。 

県立広島大学保健福祉学部 

理学療法学科 

教 授 飯田 忠行 

 

 

■講座No.5 精神科・精神看護について                  会場：4号館１階4103講義室 

回 日  時 内  容 講  師 定員・対象者 

1 
７月 29日（土） 

10：00～12：00 

●精神疾患の基礎知識 

精神疾患の基礎知識と看護についてテキストの内容ですが講義します。 

統合失調症の看護について、うつ病の看護についてなど主な疾患の看護についてお

伝えします。 

県立広島大学保健福祉学部 

看護学科 

准教授 井上 誠 

助 教 近藤 美也子 他 

定員：30名程度 

 

対象者： 

中学生からどなた

でも受講可能  

※1 日のみの受講

も可能 

2 
8 月 5日（土） 

10：00～12：00 

●精神科におけるメンタルヘルス・ストレス対策 

精神看護におけるメンタルヘルス・ストレス対策について研究調査結果からどのよ

うなメンタルヘルス対策が必要なのか考えてみたいと思います。 

３ 
8月 19日（土） 

10：00～12：00 

●精神科・精神看護の地域包括支援等について 

最新の精神看護退院支援・地域看護について病院スタッフも含めてご講義致します。 

４ 
9月 2日（土） 

10：00～12：00 

●精神科・精神看護について  

精神看護の 1 日の流れに沿って、看護師と患者さま、ご家族のやりとりを中心お互

いに向き合って、時にはつまずきながら前に進んでいく姿や精神疾患を抱える患者

様やご家族の思いなどエピソードを交えて紹介します。三原病院看護師との共同実

施予定です。 
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■講座No.6 すこやか子育て講座                                会場：4号館1階4102室 

回 日  時 内  容 講  師 定員・対象者 備  考 

1 
9 月 14日（木） 

10：00～11：00 

●子どもの食事 

離乳食の進め方を含め、子どもの食生活を調えるポイ

ントをご紹介します。その後、育児相談に応じます。 

県立広島大学保健福祉学部 

看護学科 

助 教 土路生 明美 

助 教 鴨下 加代 

助 手 伊藤 良子 

助 手 場垣内 優子 

 

県立広島大学保健福祉学部 

人間福祉学科 

講 師 西村 いづみ 

 

 

定員：10組 

 

対象者： 

概ね０～３歳の子どもとそ

の保護者   

※第 2 回のベビーマッサー

ジは、0 歳児の子どもと保

護者のみの参加になりま

す。 

※ベビーマッサージ以外

は、ご兄弟同伴でご参加い

ただけます。 

※申込期限 9/6 

※申込時に、参加講

座、お子様の年齢、

ご兄弟同伴の有無

をお知らせくださ

い。 

※1 日のみの受講

も可能 

※駐車場の台数に限りがあ

りますのでご注意ください。 

 

2 
9 月 28日（木） 

10：00～11：00 

●ベビーマッサージ 

オイルを用いたベビーマッサージをします。 

※この回のみ、歩く前の0歳のお子様と保護者が対象

です。 

3 
10月 19日（木） 

10：00～11：00 

●子どもの排泄～おむつはずしなど～ 

おむつはずしや便秘など、子どもの排泄に関する対応

をご紹介します。その後、育児相談に応じます。 

４ 
10月 26日（木） 

10：00～11：00 

●子どものスキンケア 

健康な肌を守るための、毎日のスキンケアについてご

紹介します。その後、育児相談に応じます。 

５ 
11月 9日（木） 

10：00～11：00 

●子どもが病気の時のホームケア 

病気により発熱や嘔吐などの症状がある時のホーム

ケアについてご紹介します。その後、育児相談に応じ

ます。 

 

■講座No.7 “いい感じ”の自分とこころの健康づくり           会場：４号館１階４１０２室 
 

回 日  時 内  容 講  師 定員・対象者 

1 
９月 27日（水） 

19：00～20：30 

●“いい感じ”の自分と元気に役立つ道具箱 

こころの健康とケアやマネジメントについて考えるために元気行動回復プランをご

紹介します。“いい感じ” の自分とは？、自分の元気に役立つ道具は何か？を考え

ます。 

県立広島大学保健福祉学部 

作業療法学科 

助 教 西村 玲子 

 

定員：1５名 

対象者： 

こころの健康に関

心のある方、元気

回復行動プラン

（WRAP）に興味

がある方、主に一

般の方を対象とし

ています。 

※考えることや参

加者との交流が多

くなりますが、気

軽にご参加くださ

い 

2 
10月 11日（水） 

19：00～20：30 

●“いい感じ”の自分でいるために 

自分にとっての“いい感じ”とは何か？とそのためのプランについて考えます。 

3 
10月 25日（水） 

19：00～20：30 

●サインと“いい感じ” の自分のためのケアマネジメント 

“いい感じ”に乱れを生じさせるかも知れない状況や出来事（引き金や注意サイン）

や“いい感じ”を保ち、自分を大切にするためのプランを考えます。 

 

■講座No.8 園芸福祉講座2017             会場：4号館１階4103講義室（１0／27） 

                             ※１0／28の集合場所については１回目の講座の終了時にお伝えします 

回 日  時 内  容 講  師 定員・対象者 

1 
10月 27日（金） 

18：30～19：30 

●園芸福祉の基本 

植物との触れ合いが私たちの心身や社会にもたらす多様な効果について、講義を通

して学びます。 

県立広島大学保健福祉学部 

人間福祉学科 

准教授 永野 なおみ 

 

県立広島大学 

名誉教授 大塚 彰 

 

定員：20名 

 

対象者： 

どなたでも 

 2 

10月 28日（土） 

13：00～14：30 

●園芸福祉の基本 

各自でテーマを決めて、小さな寄せ植えを作ります。苗と共に、鉢を彩る飾りも工

夫します。 

※2回目は、汚れてもよい動きやすい服装・靴でご参加下さい。軍手、移植ごて、作品を持ち帰る

ための大きめの袋などをご持参下さい。 

 

■講座No.9 小早川隆景の家臣たち                  会場：４号館6階4602講義室 
 

回 日  時 内  容 講  師 定員・対象者 

1 
11月 1日（水） 

13：00～14：30 

●乃美宗勝 

乃美宗勝は軍事面で常に隆景を支えた重臣です。乃美家の系譜と宗勝の活躍につい

てお話します。 
県立広島大学人間文化部 

国際文化学科 

教 授 秋山 伸隆 

 

定員：40名 

対象者： 

どなたでも 

※駐車場の台数に限りが

ありますのでご注意くだ

さい。乗り合わせる・公

共交通機関の使用などの

ご協力をお願いします。 

2 
11月 15日（水） 

13：00～14：30 

●井上春忠 

井上春忠は、隆景の奉行人として活躍しますが、隆景死後、出奔します。波乱に満

ちた春忠の生涯を辿ります。  

3 
11月 29日（水） 

13：00～14：30 

●鵜飼元辰 

猿楽役者の鵜飼元辰は、隆景の側近として活躍しますが、隆景死後、毛利輝元に討

たれました。元辰の悲劇を語ります。 
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■講座No.10 高校生のためのプレママプレパパ教室      会場：４号館３階４３２０演習室（集合場所） 他 

回 日  時 内  容 講  師 定員・対象者 備  考 

1 
７月 22日（土） 

9：40～12：10 

①命の誕生を学びましょう 

ヒトの命の誕生について講義・映像等を通して学びま

す。 

②赤ちゃんについて学びましょう 

赤ちゃんの特徴について学びます。 

③育児疑似体験をしましょう 

赤ちゃんの人形を使って育児疑似体験をしてみます。 

県立広島大学保健福祉学部 

看護学科 

准教授 日高 陵好 

助 手 伊藤 良子 他  

定員：15名程度 

 

対象者： 

高校生 

 

 

※申込期限7/19 

 

筆記用具を持参の

上、動きやすい服

装でお越しくださ

い。 

2 
７月 23日（日） 

9：40～12：10 

④赤ちゃんって？育児って？触れ合い体験をしまし

ょう 

実際に育児とはどういうことか、お母さんやお父さん

と赤ちゃんに触れ合って学びます。 

 

■講座No.11 親子で参加！子どもとスリムラボ       会場：４号館１階４１０３講義室（集合場所） 他 

回 日  時 内  容 講  師 定員・対象者 備  考 

1 
７月 23日（日） 

13：30～15：00 

●今の生活スタイルって太りやすいの？ 

現代の社会環境は太りやすい要因が多くあると言わ

れています。 

そこで子どもを中心に普段の生活が体にどのような

影響を及ぼす可能性があるかお話しいたします。 県立広島大学保健福祉学部 

作業療法学科 

講 師 吉岡 和哉 

定員：3～10組 

 

対象者： 

（太った）体型が気になる

小学生とそのご家族 

連続受講をお勧め

します。 

 

体を動かすので，着

替えやタオル，水分

補給できるものを

持参してください。 

2 
８月 6日（水） 

13：30～15：00 

●子どもの太りすぎがナゼいけないの？ 

太ることで運動への意欲や気持ちへの影響，病気につ

いて，一緒に考えていきたいと思います。 

3 
８月 20日（水） 

13：30～15：00 

●子どもといっしょに生活を考えてみよう！ 

生活の中で取り組める具体的な方法について，考えて

みましょう。 

 

■講座No.12 オンリーワン工作～自由に楽しく作ろう～  会場：３号館２階3203実習室（集合場所） 他 

回 日  時 内  容 講  師 定員・対象者 備  考 

1 
７月 27日（木） 

10：00～12：00 

●作るものを考えよう 

自分が作りたいものとそれに必要な道具・材料を考え

ます。例えば、陶芸、木工、革細工、裁縫などができ

ます。次回までに各自で材料を準備します。 

県立広島大学保健福祉学部 

作業療法学科 

講 師 高木 雅之 

定員：30名 

※駐車場の台数に限りがありますのでご

注意ください。乗り合わせる・公共交通機

関の使用などのご協力をお願いします。 

対象者： 

幼児・小学生※保護者同伴

可 

※連続受講をお勧め

します 

※筆記用具とのりと

初回にお渡しする記

録用冊子を毎回持っ

てきてください。 

2 
８月３日（木） 

10：00～12：00 

●作り始めよう 

各自が準備してきた材料を使って、工作を始めます。 

3 
８月 10日（木） 

10：00～12：00 

●続きを作ろう 

前回の工作の続きを行います。1つ目の作品が完成し

た人は次の作品に挑戦します。 

４ 
８月 17日（木） 

10：00～12：00 

●完成させよう 

前回の工作の続きを行い、作品を完成させます。 

  

 

 

 

特別講座 
（全７講座） 
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■講座No.１3 親と子どもの意見、主張の違いを体験し、受容する      会場：4号館1階4102室 

回 日  時 内  容 講  師 定員・対象者 

1 
８月 2日（水） 

10：00～12：30 

●親と子どもの意見、主張の違いを体験し、受容する 

携帯電話の所持、家庭におけるゲームの時間、就寝時間などから子どもと親では意

見が異なることがしばしばあります。この講座では、日常生活の様々な場面で親は

どう思っているか、子どもはどう感じているかをワークショップ形式でそれぞれの

立場で意見を出し合って相互理解と発見を求めていきたいと思います。子どもたち

によるワークショップによって自発的な意見やルールづくりなど新たな発想や発見

を引き出すことを目的にしています。 

県立広島大学保健福祉学部 

人間福祉学科 

教 授 田中 聡子 

定員： 

親子で30名まで 

 

対象者： 

小学 3 年生以上の

子どもと親  

 

■講座No.１4 おもしろぶつり実験                           会場：２号館４階2408実習室 

回 日  時 内  容 講  師 定員・対象者 備考 

1 
８月 18日（金） 

14：00～15：30 

●はく検電器を作って静電気を調べよう 

いろいろな物が帯びている静電気をはく検電器を使っ

て調べてみましょう。 分かりにくい電気の正体が見

えてくるでしょう。 

三原学術情報センター 

講 師 中村 悟 

県立広島大学生命環境学部 

環境科学科 

教 授 加藤 一生 

定員：20名 

※保護者除く 

 

対象者 

小学校3～6年 

※保護者同伴可 

※２回（8/21）は，

３０ｃｍ程度の定

規と電卓を持参し

て下さい。 

2 
８月 21日（月） 

14：00～15：30 

●太陽・惑星系おもしろ散歩 

太陽・惑星系の配置模型や各星の大きさ比較模型など

をみんなで手作りして，惑星間を散歩しましょう。 

三原学術情報センター 

講 師 中村 悟 

県立広島大学 

名誉教授 岩谷 和夫 

 

■講座No.１5 あつまれ！ナースのたまご！                        会場：４号館１階4102室 

回 日  時 内  容 講  師 定員・対象者 備考 

1 
８月 18日（金） 

10：00～12：00 

●自分のからだのことを知ろう！ 

自分のからだのことについて学びます。また、体温計

や聴診器を使った体調確認の方法を学び、体験をしま

す。 

県立広島大学保健福祉学部 

看護学科 

講 師 渡辺 陽子 

助 教 鴨下 加代 

助 教 土路生 明美 

助 手 伊藤 良子 

助 手 場垣内 優子 

定員：20組 

 

対象者： 

小学校１～３年と

保護者 

※申込期限7/31 

※1日のみの受講も可能 

※動きやすい服装でお越し

ください。 

※対象以外のご兄弟の同伴

も可（未就学児の同伴につ

いてはご遠慮ください。） 

2 
８月 25日（金） 

10：00～12：00 

●赤ちゃんと高齢者について知ろう！ 

赤ちゃんの人形などを使って、生命の誕生やお世話の

仕方を学びます。高齢者の疑似体験などを通して、高

齢者のからだや心について学びます。 

 

■講座No.１6 “身体を動かす「筋肉」について知ろう”          会場：４号館１階４１０２室 

回 日  時 内  容 講  師 定員・対象者 備考 

1 

８月９日（水） 

9：00～10：20 

●“筋肉”はどう見えるの？ 

身体にはたくさんの筋肉があり，それぞれが役割を持

っています。ここでは，筋肉がどのような構造をして

いるかを観察してみましょう。 

県立広島大学保健福祉学部 

看護学科 

教 授 津森 登志子 

定員：10名 

 

対象：小中学生（小

学生は保護者の同

伴をお願いしま

す） 

※2 コマ目では，自分の身体（腕と

足）の筋肉の働きの観察のため手足

を出しやすい服装でお越し下さい。

なお，筋肉の働きを知るために電極

（シール）を腕や足に貼りますが，

痛みはありません。 

８月９日（水） 

10：30～12：00 

●“筋肉”はどう動くの？ 

身体にはたくさんの筋肉があり，それぞれが役割を持

っています。ここでは，自分の筋肉がどのような時に

働くかを試してみましょう。 

県立広島大学保健福祉学部 

作業療法学科 

教 授 森 大志 
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